




























Wicker, 1979 安藤監訳 1994 に詳しい)｡
本稿は, 以上のような発想にヒントを得て, 近年,
発達心理学の領域でデータの蓄積が進んでいる ｢親
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｢親になること｣ 再考―子育ての生態学序説―
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Rethinking the "transition to parenthood": adaptation of an ecological perspective on childrearing
KOJIMA, Yasuo (School of Psychology, Chukyo University)
Since the 1980s, developmental researchers have examined adjustment during the transition to parent-
hood from a variety of perspectives. This paper suggests the significance of an ecological perspective in un-
derstanding the transition to parenthood. The first part of the paper emphasizes the importance of changes
in the physical and social circumstances in understanding human development. The next part discusses the
changes in their physical and social circumstances of first-time mothers during the transition to parent-
hood, referring to the findings of studies conducted by the author over the past several years. The last part
of the paper proposes an overlap-differentiation model for the developmental niches of parents and chil-
dren based on the theory by Super and Harkness (1986).
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く｡ しかもそれは, 幼稚園への入園, 小・中学校へ
の入学など ｢年齢｣ という枠組みに強く制約されて
いる｡
では, ｢人生の節目｣ とも言える, このような出
来事によって, われわれの生活世界はどのように変
わるだろうか｡ 一般に, 人生に起こるこの種の出来
事は ｢人生移行｣ と呼ばれ, ある種の適応が求めら
れることから, 危機的な状況に陥ることが多い (山
本, 1992)｡ この移行には, 先述した例に代表され
るように, 発達的な意味合いを強く持つものから,
そうでないもの (失業, 転居など｡ ｢環境移行｣ と




い (家) を中心としている｡ 家を中心に, 公園, 学






この時期の子どもの場合, 家を拠点に, 幼稚園, 公





小学生だとどうか｡ とりわけ ｢小学校｣ という場
は, それまでの生活世界と質的に大きく異なること
もあって (菊池, 2008), 昨今, 話題の ｢小 1 プロ

























る時, 親は, 制服, 上靴, かばん, 弁当箱, 給食袋
など, 幼稚園に必要なモノをひと通りそろえるだろ
う｡ 小学生には小学生なりのモノ (ランドセル, 習
字道具, 体操服, 分度器……) が必要となり, 入学
を機に与えられた自分の部屋には学習机も必要にな





























うにもなる｡ こうして, 成長にしたがい, 誰と関わ
るか (あるいは関わらないか) は, 当人の意思と選
択に委ねられていくこととなる｡
以上に述べてきたことを簡略化して示したものが




つづけていく｡ そして, 繰り返しになるが, 幼い時
ほど生活世界の取捨選択に果たす親の役割は大き
い1)｡








発達心理学の分野で ｢親になること｣ あるいは ｢親





























れる柏木・若松 (1994) では, 3～5 歳の子どもを
持つ親を対象に質問紙調査が行われ, 分析の結果,




であった点も興味深い｡ 他方, 高橋・高橋 (2009)
は, 否定的な側面まで含めて ｢親になること｣ をと
らえるべきと主張し, ｢時間的余裕の喪失｣, ｢行動






森下 (2006) は, 積極的に育児に関与し, 子どもと
遊んだり関わったりする頻度が高い男性ほど, 肯定
的な変化を自覚していたと報告している｡ また, 小







る｡ 小野寺・柏木 (1997) は, 妊娠期, 子どもの誕




く (Cowan & Cowan, 2000；Katz-Wise, Priess, &
Hyde, 2010), ライフコース全体を通して, ｢親に
なること｣ ほどジェンダー化を生みやすい出来事は
ないという指摘すらある (Fox, 2010)｡







Kelly, 1984；Doss, Rhoades, Stanley, & Mark-
man, 2009；堀口, 2000；佐々木, 2006；Shapiro,
Gottman, & Carrere, 2000；Twenge, Campbell, &
Foster, 2003；Wallace & Gotlib, 1990)｡ なお, 小



























いる｡ 松本・市川 (2004) もまた, 初めての子ども
の誕生から約 2年にわたる縦断的なインタビューを
実施し, ｢親であること｣ によって何が経験され,










































協力を依頼し, 出産以後, 子どもが 2歳になるまで
毎日, 子どもと一緒に出かけたところ, 外出に際し






およそ 3～4ヵ月は外出の機会が少なく, 産後 4～6,
7 ヵ月頃にかけて, 外出の頻度が急増することがわ
かった｡ さらに, 外出先の分類を行ったところ, 実
家, 買い物・銀行等, 育児サークル, 動物園・水族



























もらった｡ 総数 1,000 を超えるモノを 10 数個のカ
テゴリーに分類し, その内容にみる特徴や月齢に伴
う変化を分析した (小島, 2011)｡
カテゴリーに関しては, 栄養 (飲食), 洗浄・除
菌, 清潔・衛生, 病気への対処, 温度管理, 物理的
刺激 (玩具, 絵本等), 危険・けが防止, 親の利便,
行事・記念, 情報収集などがあり,“生理的早産”
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さら多く, 手を変え, 品を変え, 子どもに刺激を与
えることが親にとって大きな関心事であることが示

















う人, そして使うモノや道具は, ｢子ども本位｣ で
あることに重きが置かれていた｡ 場所に関していう
なら, 保健所や小児科の病院, 育児サークル, 動物
園, 公園への散歩がそうだし, モノでいうなら,
(子ども向け) 日焼け止めオイル, チャイルドゲー












同じことが背景にある｡ 極端に言えば, 親は, 10
年先, 20 年先のわが子をイメージし, 遡っていま,
どのような生活世界を子どもに提供するのがベスト
かを考えていた｡
考えてみるに, ｢親になること｣ を機に, 自分の
思いや欲求を棚上げにし, 子ども本位の生活世界に
比重を置くような習慣は, 大昔にはなかったに違い





































め｣ と ｢自分のため｣ の折り合いをつける作業が行
われているのであろう2)｡












































ていく｣ と述べた｡ Bradley はまた, そうしたモノ
や場所と子どもの行為とを結びつける媒介を ｢アト
ラクター (attractor)｣ と呼び, 親の信念や価値観,
歴史・文化的な基盤に基づく社会化の目標をその典
型とみなした｡ 一方, Super & Harkness (1986)
は, 子どもが育つ場全体を ｢発達的ニッチ (deve-
lopmental niche)｣ と呼び,  (生活を取りまく)
物理的・社会的環境, 文化的に規定された世話・




ちに Super は, これを ｢親のエスノセオリー (pa-
rental ethnotheory)｣ と呼んでいる, Harkness &







































いく｡ また, そういったことはすべて, 子ども自ら
が主体的に自分のニッチを選び, 形づくり始めてい
ることを意味する｡ 河野 (2011) は, ｢自分のニッ
チは受身的に与えられたり単に選択されたりするだ
けのものではなく, 自分自身で作っていくものだ｣






た女性が, いったん棚上げにしてきた ｢自分｣ を再










































して, それぞれに ｢個｣ として生きていくのが宿命
である｡ 21 世紀の子育てが今後どのようになって
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図 2. 親の生活世界と子どもの生活世界の関係
注：C1～C3 は子どもの生活世界を, P1～P3 は親の生活
世界を表す｡ C1 と P1, C2 と P2, C3 と P3 は同一の
時期 (例えば, C1 (P1) は子どもの乳児期, C2 (P2)
は子どもの児童期, C3 (P3) は子どもの青年期に相
当すると考えると適当だろう) を意味する｡ C1 (P1)
の時期には, 子どもの生活世界は親のそれに完全に
包摂されているが, C2 (P2) の時期には両者の生活
世界はかなりの程度重なり合いつつも, 重なってい
ない部分も出現する｡ C3 (P3) になると, 両者の生
活世界は重なり合っていない部分のほうが大きくな



















2 ) 場所やモノがもつこうした特徴を ｢多重性｣ と呼
ぶことができよう (小島, 2011)｡
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